








要約:てんかん児は心理的問題を有する場合、その内容や原因は他の小児慢性疾患と類似

点が多い。ただてんかん児においては精神遅滞が他の疾患より多く、心理的問題に影響す

ることがある。てんかん児の治療は発作だけでなく、心理面の援助を含んだ包括医療が重

要である。重症心身障害児(者)においては今回の施設職員の調査で心理的問題に起因する

症状は少なくないことが明らかになった。施設では心理的問題に対する認識は高いが、解

決できたのは半数以下であった。重症心身障害児施設では心理スタッフはほとんど配置さ

れておらず、患児に対する心理面の援助として心理スタッフの関与が必要であると思われ

た。


